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物件費
10億4,796万7千円

9.65％

維持補修費
9,077万円
0.84％

補助費等
13億1,752万2千円

12.13％

町税
12億9,759万2千円

11,28％

繰入金
5億9,613万9千円

5.18％

財産収入他
4億5,012万1千円

3.91％

繰越金
6億2,005万円
5.39％

分担金・負担金
使用料・手数料
1億6,612万7千円

1.44％

地方譲与税・交付金
4億3,901万9千円

3.82％

国庫支出金
11億904万1千円

9.64％

県支出金
10億8,068万7千円

9.39％

町債
11億1,820万円

9.72％

地方交付税金
46億2,883万9千円

40.23％

積立金
5億4,893万8千円

5.05％

投資及び出資金
1億1,378万6千円

1.05％繰出金
11億337万円
10.16％

普通建設事業費
17億793万2千円

15.73％

災害復旧事業費
3,729万8千円
0.34％

人件費
16億3,510万2千円

15.06％

扶助費
20億1,097万8千円

18.52％

公債費
12億4,594万8千円

11.47％
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令和元年度一般会計決算状況

46万1千円の黒字
3千円のうち3,474万2千円を翌年度に繰り越す。

歳出総額
108億5,961万1千円

（対前年比97.9%）

歳入総額
115億581万4千円

（対前年比98.2%）

自主財源（27.2％） 依存財源（72.8％）

支出が義務づけられた
経費（45％）

政策によって支出された
経費（55％）



したがって令和元年度の「あさぎり家」は26万6千円（実質収支額）の　　　でした。黒字

令和元年度
【あさぎり家】の
お金の流れ

たとえば
年収500万円の
世帯としたら

両親
の援
助
と
借
入
で
得
た
収
入（
72
.8

％）

夫
婦
だ
け
の
収
入（

27
.2％）

両親などからの援助
315万5千円
63.1％

ローン等の借入金
48万5千円
9.7％

貯金の取り崩し
26万円
5.2％

給料
110万円
22.0％

家の修繕等
4万円
0.84％光熱費・ガス代等

45万5千円
9.65％

１年
間
で
必
ず
払
う
必
要
が
あ
る
経

費（4
5％）

1年間を通して
色々
な事

に
掛
か
っ
た
経
費 （
55
％
）

株投資・商品券の購入
5万円
1.05％

積立貯金
23万8千円
5.05％

区費
習い事等
57万2千円
12.13％

食費
71万1千円
15.06％

病院代・教育費
87万4千円
18.52％

ローンなどの
返済

54万1千円
11.47％

子供への仕送り等
47万9千円
10.16％自転車

車の購入費
74万2千円
15.73％

台風・地震等の修繕費
1万6千円
0.34％

（去年の収入508万9千円）

収入合計
500万円

収入－支出＝（差額残高）28万1千円の内、
1万5千円は

来年の支払い分に取って置く必要があります。

支出合計
471万9千円
（去年の支出482万円）

（3）　　令和２年　11 月発行

令和２年度あさぎり町議会　第６回会議

実質収支額6億1,1
差額残高（収入総額－支出総額）6億4,620万　

　「あさぎり家」では、両親の援助と借金をしないと夫婦の収入だけで生活するのが難しいという事が解
ります。また、両親も多額の借金があるので今後援助も少なくなっていく事が考えられます。あさぎり町で
も同様に、町の収入だけでは町民の皆様に「行き届いた行政サービス」を行うことは困難で、国・県から
の援助が必要ですが、今後この額が減っていくので、収支のバランスを考えながら計画的にお金を使うこ
とが重要になってきます。
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令和元年度決算審議内容の抜粋

区
運
営
費
に
つ
い
て
、
第
２

条
に
区
運
営
費
お
よ
び
事
業
の
経

費
の
一
部
に
対
し
て
助
成
、
２
項

に
は
、
各
区
の
自
主
防
災
に
対
す

る
経
費
の
一
部
に
対
し
て
助
成
金

を
交
付
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
。

交
付
要
綱
で
二
つ
の
項
で
助
成

金
を
交
付
す
る
と
定
め
て
い
る
が
、

す
べ
て
の
区
で
防
災
組
織
を
作
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
均
等

割
り
と
、
戸
数
割
り
の
中
で
、
運
営

助
成
金
と
し
て
、
交
付
を
改
正
に

よ
っ
て
、
始
め
て
い
る
。

町
内
道
路
（
町
道
、
県
道
、

国
道
等
）
の
街
路
灯
修
繕
（
電
球

が
切
れ
等
）
の
負
担
は
。
経
費
、

防
犯
上
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
必
要
な
の

で
は
。町

内
の
防
犯
灯
、
全
体
で

２
，
２
０
０
基
ほ
ど
、
町
が
設
置

し
、
球
切
れ
、
灯
具
の
故
障
等
を

対
応
し
て
い
る
。
灯
具
等
が
故
障

し
た
場
合
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
街
路
灯
は

替
え
る
対
応
を
し
て
い
る
。

第
４
次
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

に
向
け
た
考
え
は
。

町
の
総
合
計
画
・
実
施
計
画
と

リ
ン
ク
し
て
進
め
て
行
く
。
本
町
で

は
、
合
併
特
例
債
が
令
和
５
年
度
ま

で
の
発
行
期
限
が
あ
る
の
で
、
今
後

の
事
業
を
整
理
し
そ
の
プ
ラ
ン
の
中

に
組
み
込
ん
で
行
く
。

電
算
シ
ス
テ
ム
は
、
各
自
治

体
が
個
々
で
シ
ス
テ
ム
関
連
の
業

務
委
託
契
約
が
行
わ
れ
、
負
担
増

の
要
因
に
な
っ
て
い
る
が
、
自
治

体
間
の
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化
に
取

り
組
む
考
え
は
。

シ
ス
テ
ム
を
一
つ
に
し
て
行

く
こ
と
が
経
費
の
削
減
に
つ
な
が

る
の
で
、
今
後
取
り
組
む
考
え
で

い
る
。防

災
ラ
ジ
オ
の
現
在
の
普
及
状

況
、
問
題
点
、
今
後
の
促
進
は
。

現
在
、
４
，
４
３
３
世
帯
、

82･

３
％
の
世
帯
に
配
布
し
て
い

る
。
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
の
ス
ピ
ー

カ
ー
が
家
の
す
ぐ
横
に
あ
る
。
ほ

と
ん
ど
家
に
い
な
い
。
と
の
理
由

で
進
ん
で
い
な
い
。
２
７
０
の
事

業
所
に
も
設
置
し
事
業
所
の
設
置

推
進
を
進
め
、
全
戸
設
置
を
目
指

し
た
い
。

ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
振
り
分

け
割
合
は
。

６
つ
の
指
定
区
分
が
あ
る
。

町
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
の
割
合

を
9.3
％
、
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
事
業
が
9.3
％
。
安
心
快
適
が
広

が
る
町
づ
く
り
が
9.3
％
、
子
供
が

明
る
く
未
来
に
羽
ば
た
く
町
づ
く

り
が
56･
７
％
、
人
が
ふ
れ
あ
う

町
づ
く
り
が
4.0
％
。
指
定
な
し
が

11･

４
％
で
あ
る
。

町
営
住
宅
の
改
修
に
高
額
な
費

用
が
か
か
っ
て
い
る
が
、
費
用
の
縮

減
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

計
画
的
な
改
修
な
の
か
、
簡

単
な
補
修
な
の
か
を
見
定
め
て

や
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
公
営

住
宅
の
長
寿
命
化
計
画
の
再
作

成
の
年
な
の
で
、
現
場
の
状
態

を
踏
ま
え
て
最
善
の
維
持
管
理

の
協
議
検
討
を
し
て
計
画
書
を

作
成
し
た
い
。

住
民
協
働
に
よ
る
環
境
整
備

資
材
等
支
給
事
業
で
今
回
18
箇
所

の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。
住
民

協
働
は
こ
の
事
業
で
、
１
地
区
、

１
年
に
１
回
だ
け
か
。
事
業
費
額

（
最
高
）
は
。

同
じ
取
り
組
み
で
１
年
に
１
回

で
複
数
年
に
分
け
る
。
別
事
業
な
ら

同
区
で
も
年
度
内
で
取
り
組
み
が
可

能
。
必
要
な
こ
と
は
担
当
課
と
条
件

を
整
え
、
住
民
生
活
が
安
全
で
安
心

答 問

答 問

問答

問

問答

問

答問答

答問答

ＬＥＤ化された防犯灯
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し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
方
向

に
持
っ
て
い
き
た
い
。
１
事
業
１

取
り
組
み
１
３
０
万
円
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。

農
業
用
ハ
ウ
ス
強
靭
化
緊

急
対
策
事
業
補
助
金
が
繰
越
明

許
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
年
の

台
風
10
号
に
よ
る
被
害
は
出
て

い
な
い
か
。

筋
交
い
及
び
防
風
ネ
ッ
ト

の
設
置
で
今
回
の
台
風
被
害
は

出
て
い
な
い
。

各
配
水
場
と
浄
水
場
、
水

源
ご
と
の
維
持
管
理
の
差
は
。

浄
水
場
ご
と
支
出
を
し
て

い
る
部
分
と
、
一
括
し
て
支
払

い
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で

比
較
で
き
る
部
分
に
つ
い
て
は

調
査
し
て
み
た
い
。

地
区
別
の
有
収
率
平
均

75
％
、
地
区
ご
と
の
有
収
率

は
。
今
年
度
の
状
況
と
変
わ
ら

な
い
の
な
ら
、
対
策
を
ど
う
す

る
の
か
。

地
区
ご
と
把
握
で
き
て
い
な

い
。
有
収
率
も
低
い
上
、
下
が
っ

て
い
る
状
況
。
例
年
漏
水
調
査
等

を
行
い
、
岡
原
・
上
川
南
地
区
で

20
数
箇
所
を
発
見
し
、
修
繕
対
応

し
て
い
る
。
今
後
と
も
調
査
を
行

い
極
力
有
収
率
の
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
。

市
町
村
た
ば
こ
税
で
収
入
未

済
額
が
５
，
０
０
０
円
程
度
発
生

し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

例
年
な
ら
、
収
入
未
済
額

は
発
生
し
な
い
が
、
出
納
閉
鎖

期
間
に
気
づ
き
、
５
月
中
に
催

告
し
た
が
、
６
月
に
入
っ
て
納

入
さ
れ
た
。

固
定
資
産
税
の
滞
納
が
あ

る
が
、
今
後
の
返
済
計
画
は
。

未
納
額
を
何
と
か
解
決
し

よ
う
と
努
力
し
て
い
る
が
、
財
産

調
査
等
を
厳
格
に
し
て
い
き
な
が

ら
、
財
産
等
を
発
見
で
き
た
場
合

は
、
差
押
え
等
し
て
換
価
し
て
税

金
の
ほ
う
に
充
て
た
い
。

太
陽
光
発
電
は
年
々
設
置

箇
所
が
増
加
し
て
い
る
が
、
現

在
何
カ
所
位
で
課
税
徴
収
さ
れ

て
い
る
か
。

２
７
２
施
設
が
町
内
に
10

キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
太
陽
光
発

電
が
あ
り
、
取
得
額
の
合
計
は

54
億
９
，
５
０
０
万
円
。

墓
地
公
園
沿
い
の
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
代
わ
り
の
丸
太
が
損

傷
し
て
お
り
、
危
な
く
景
観
等

も
悪
い
。
交
換
の
時
期
で
は
。

材
料
を
替
え
て
、
年
次
計
画

に
よ
っ
て
整
備
し
て
い
き
た
い
。

民
生
児
童
委
員
を
３
年
間
の

業
務
を
果
た
せ
ば
感
謝
状
を
も
ら

え
る
が
、
３
年
未
満
の
人
は
対
象

に
な
ら
な
い
。
改
善
策
は
。

３
年
間
業
務
を
さ
れ
た
方

は
、
国
・
県
の
方
か
ら
感
謝
状

が
き
て
い
る
。
町
と
し
て
も
検

討
し
た
が
、
お
礼
状
と
い
う
形

で
対
応
し
た
。

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
の
月
別
入

浴
利
用
者
数
と
収
支
の
状
況
は
。

４
月
か
ら
３
月
ま
で
、
延

べ
９
４
，
３
５
３
名
の
入
浴
数
。

収
入
の
合
計
は
９
１
，
９
３
７
，

０
９
４
円
、
支
出
の
合
計
は

８
９
，
６
１
８
，
４
９
１
円
で
収

支
差
額
は
２
，
３
１
８
，
６
０
３

円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

こ
ど
も
医
療
費
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
、
町
の
重
要
政
策
決
定

の
手
法
と
し
て
疑
問
が
残
る
が
。

あ
わ
せ
て
業
者
委
託
料
１
２
０
万

円
の
費
用
対
効
果
は
。

医
療
費
助
成
負
担
は
町
民

全
員
で
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

参
考
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
マ
ク
ロ
集
計
に
つ
い

て
手
間
等
も
か
か
る
の
で
専
門

の
業
者
に
委
託
し
た
。

敬
老
祝
金
を
子
供
・
働
く

世
代
の
方
に
も
使
っ
て
も
ら
え

な
い
か
と
の
声
を
聞
く
が
、
敬

老
祝
金
支
給
条
例
の
検
討
は
。

問

問答

答

答

答問

答

問

答 問

竹野区防草シート

問

問答

問答問答

年々設置が増えている太陽光発電

問答 問
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熊本県町村議会議員研修報告
これからの防災のあり方
　10月5日（月）熊本県町村議会議長会の主催で熊本県立
劇場において「これからの防災のあり方」について講演が
開催された。講師に（防災システム研究所　所長、防災・
危機管理アドバイザー　山本武彦氏）を招聘（しょうへ
い）。講演の中で4つのキーワードを話され、
・ニューノーマル（新状況・新常識）
　地球温暖化や災害激甚化あるいは複合災害、分散避難、
過去に無い言葉がこういう形で出来ていること。
・バックフィット（新知見に適合）災害の教訓を活かす。

・フェイルセーフ（自動安全仕組）災害やトラブル発生時に自動的に安全に調整する。
・スキルアップ（知識・意識向上）「自助」「共助」「公助」が必要ですが、高齢化社会におい
ては「近助」の向こう三軒両隣で近くで助ける事が非常に大事。社会的な公設、受入れる安心の
居場所づくりということのために住民一人一人の知識と意識の向上が欠かせない。色々なハード
システムよりも、大事なことは住民の意識啓発で何かが起きた時だけの意識だけでなく、継続し
て維持し、研修を通して繰り返し実践的なことの大切さを感じた。これからわが町の防災に繋げ
ていくヒントを頂いた講演会であった。

議会活性化特別委員会　委員長　橋本　　誠　　

防災・危機管理アドバイザー　山本武彦氏

簡
単
に
変
更
は
で
き
な

い
が
、
制
度
も
長
い
期
間

経
っ
て
い
る
の
で
一
度
見
直

し
て
み
た
い
。

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
の
入

居
者
１
名
に
対
す
る
管
理
委

託
料
３
２
８
万
円
は
高
す
ぎ

る
の
で
は
。

夜
間
の
宿
直
・
土
日
の

支
所
が
閉
ま
っ
て
い
る
間
の

見
守
り
・
清
掃
等
の
委
託
料

と
な
っ
て
い
る
。
条
例
改
正

も
含
め
、
今
後
の
生
活
支
援

ハ
ウ
ス
の
あ
り
方
を
協
議
し

て
い
き
た
い
。

公
立
多
良
木
病
院
の
健

診
事
業
の
赤
字
改
善
策
と
し

て
、
町
民
に
も
っ
と
コ
ス
モ

で
の
受
診
を
お
願
い
し
て
い

く
べ
き
と
思
う
が
。

企
業
健
診
、
個
人
の
方

に
も
お
願
い
を
し
て
出
来
る

だ
け
受
診
者
の
数
を
増
や
す

努
力
を
し
た
い
。

将
来
の
医
療
費
負
担
を

減
ら
す
た
め
、
社
会
保
険
・

国
保
関
係
な
く
若
い
世
代
・

壮
年
世
代
に
も
っ
と
健
康
づ

く
り
の
啓
蒙
活
動
を
す
べ
き

で
は
。現

在
「
20
歳
の
検
診
」
・

「
若
っ
か
も
ん
健
診
」
を
実
施

し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル

ネ
ス
シ
テ
ィ
に
向
け
ス
ポ
ー
ツ

庁
の
補
助
を
受
け
、
社
会
保
険

の
方
も
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
仕
組
み
づ
く
り
を
や
っ
て
い

き
た
い
。

小
学
校
児
童
の
社
会
体
育

と
し
て
60
％
の
児
童
が
ク
ラ
ブ

活
動
で
専
門
的
に
競
技
力
の
向

上
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る

が
、
残
り
40
％
の
児
童
と
体
力

面
で
の
格
差
が
出
て
く
る
な
ど

の
懸
念
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
で
は
。

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
は
ど
う
し
て
も
入
れ
な

い
子
供
た
ち
も
い
る
の
が
現

状
で
、
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
に
は
、
各
小
学
校
で
の

教
科
体
育
の
充
実
に
よ
り
、

総
合
的
な
体
力
を
つ
け
さ
せ

な
が
ら
運
動
の
楽
し
さ
を
味

あ
わ
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
招
致
制
度
も
、

今
の
時
代
に
合
わ
せ
た
教
育

の
変
化
と
い
う
も
の
も
感
じ

取
っ
て
、
リ
モ
ー
ト
で
の
英

語
活
動
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た

教
育
へ
の
方
向
転
換
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
制
度
は
、
直
に

本
場
の
英
語
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
体
験
や
異
文
化
を
お

互
い
に
共
有
で
き
る
な
ど
す

ば
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
今

後
じ
っ
く
り
と
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

問答問答

答 問問答

答

問答
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「従前のくま川鉄道での復旧」の再考に関する決議案「従前のくま川鉄道での復旧」の再考に関する決議案
全会一致で可決！全会一致で可決！

本議会は、くま川鉄道株式会社に対し下記の通り決議文を提出した。

「従前のくま川鉄道での復旧」の再考に関する決議
　令和２年７月豪雨により全車両が浸水し球磨川第四橋梁が流失、道床やホーム及び線路の流
出、また、いたるところで土砂の堆積で被害は甚大であります。
　そのなかにあって、豪雨災害の治水対策も決まらないなか、先の取締役会に熊本県が作成した
「くま川鉄道災害復旧計画」が示され災害復旧費が約46億円、補助率：国１／２、地方１／２
（補助災害復旧事業債・交付税措置率95％充当可能）の資料を素に「従来のくま川鉄道によって
復旧」することを反対意見がある中で承認されましたが、復旧後の事業計画や収支計画も検討さ
れずに結論を出されたことはあまりにも拙速すぎるのではないでしょうか。
　現在、あさぎり町の「くま川鉄道運営費補助」は、令和２年度23,398千円支出いたしておりま
す。あわせて、産交バスへの補助は27,574千円と１市９町村で双方合わせて２億96,031千円の支
出となっております。
　くま川鉄道は、平成25年・26年度に田園シンフォニー観光列車化に３億44,400千円をふるさ
と市町村圏基金から支出し車両更新いたしましたが、市町村の補助金は車両更新以前より増額と
なっており更新後の経営状況を精査する必要があると考えます。
　くま川鉄道の復旧・復興については、くま川鉄道の経営の安定なくしてはなし得ないものと考
えます。
　そのためには、産交バスの在り方等も併せて慎重に検討し、住民の理解と協力を得ることが重
要であります。
　よって、「従来のくま川鉄道での復旧」を再考いただき、球磨・人吉の活性化につながるプラ
ンを学術的専門家や鉄道の専門家、国・県・市町村の担当者、議会・住民代表等による「（仮
称）くま川鉄道再興プラン策定委員会」等を設置され多角的に協議いただくよう決議する。

　令和２年９月18日
あさぎり町議会議長　徳永　正道　　

　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
い
て
、
報
告

会
を
開
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
防
止
の
た
め
、
議
会
報
告
会
の
開

催
を
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
　
　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

委
員
長　

橋
本　

誠

議
会
報
告
会
の
中
止
に
つ
い
て

議
会
報
告
会
の
中
止
に
つ
い
て

　

９
月
９
日
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
令
和
２

年
度
第
６
回
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
が
視
聴
で
き
な
い
と
い
う
現
象
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
復
旧
し
ま
し
た
が
、
録
画
分

の
９
月
９
日
と
10
日
の
午
前
中
に
つ

い
て
は
映
像
が
残
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
事
務
局

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の

　

不
具
合
の
お
詫
び
に
つ
い
て

　

不
具
合
の
お
詫
び
に
つ
い
て



主なもの

令和２年度あさぎり町一般会計補正予算（第５回）

歳入歳出の総額に
歳入歳出それぞれ

132132億億5,7685,768万万88千円千円
①新型コロナウイルス感染拡大防止事業補助････ ５０１万６千円

総
額

6,491万1千円を追加し

生活福祉課

①新型コロナウイルス感染症対策
　　　　　　　　農林業経営持続補助金･････････ １, ０５０万円
②新型コロナウイルス感染症対策
　　　　　　　　肥育農家経営支援補助金･･････････ ８００万円

農林振興課

①飲食店等感染拡大防止補助金･････････････････ １, １８０万円商工観光課
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主なもの

令和２年度あさぎり町一般会計補正予算（第６回）

歳入歳出の総額に
歳入歳出それぞれ

136136億億704704万万55千円千円
①オンライン会議等･･････････････････････････ ３７２万８千円

総
額

3億4,935万7千円を追加し

企画財政課

①モバイルWifi ルーター購入費 ･･････････････････ ４０４万円教育課

①被災家屋公費解体委託料･････････････････ ２, ２８４万２千円
②被災家屋自費解体補助金････････････････････････ ４００万円町民課

①もみじ館トイレ改修設計委託料････････････････････ ５０万円農林振興課

①おかどめ幸福駅売店指定管理委託料････････････ ６６万７千円商工観光課

①道路橋りょう費･････････････････････････････ １, ８００万円建設課

①健康管理システム初期導入委託料････････････ ３２８万９千円
②健康ポイント事業事務委託料･･････････････････ ４９万５千円健康推進課
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議員名　
　議案・発議・同意

小　

谷

岩　

本

難　

波

加
賀
山

橋　

本

小　

出

豊　

永

山　

口

永　

井

皆　

越

小
見
田

溝　

口

森　

岡
第
２
回

修正動議 ○ × × × × ○ × ○ ○ ○ × × ○

議案第３号 令和２年度あさぎり町一般会計補正予算（第５
号）について × ○ ○ ○ ○ × ○ × × × ○ ○ ×

第
３
回

議案第12号 あさぎり町中心市街地活性化推進委員会設置条
例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第２号 公共施設マネジメント調査特別委員会設置に関
する決議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第３号 議会活性化調査特別委員会設置に関する決議に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第19号 ふれあい福祉センター改修工事請負契約の締結
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第２号 あさぎり町教育委員の任命同意について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お詫びと訂正
　あさぎり町議会だより６４号の７ページ、令和２年度第２・第３回会議表決一覧表におい
て、誤りがありました。德永議長は議長のため表決に加わっておりません。ただしくは下記
の通りです。お詫びして訂正いたします。

第６回会議

あさぎり町認可地縁団体の印鑑の登録及び証明に関する
条例の一部を改正する条例の制定について
民法の一部改正に伴い、本条例の一部を改正する必要があるため。
（認可地縁団体とは、地方自治法等の要件を満たし、手続きを経て法人格を
得た自治会や町内会の事。法人格を得ることで、土地や建物等の不動産の登
記ができる）

令和２年度第６回会議　表決一覧（抜粋）
議員名　

　議案・発議

小　

谷

岩　

本

難　

波

加
賀
山

橋　

本

小　

出

豊　

永

山　

口

永　

井

皆　

越

小
見
田

溝　

口

森　

岡

議案第２４号
あさぎり町認可地縁団体の印鑑の登録及び証明に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３２号
あさぎり町商工コミュニティセンター改修工事請負契約
の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第４号
新型コロナウィルス感染症の影響に伴う地方財政の急激
な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第５号 「くま川鉄道復旧」に関する決議案について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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一
般
質
問

百
年
に
一
度
と
も
い

わ
れ
る
災
い
が
、
球

磨
・
人
吉
を
襲
っ
た
７
月

豪
雨
で
、
球
磨
川
が
氾
濫

し
球
磨
川
流
域
で
は
50
人

が
亡
く
な
ら
れ
た
。
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
の
８
割
以

上
で
溺
死
や
、
溺
死
の
疑

い
で
、
半
数
以
上
が
屋
内

で
発
見
さ
れ
た
。

　

豪
雨
で
は
、
安
全
な
場
所

に
迅
速
に
避
難
す
る
こ
と
が

重
要
だ
が
判
断
が
難
し
い
。

こ
の
様
な
状
況
下
に
お
い

て
、
自
治
体
の
防
災
情
報
を

住
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
達

し
、
情
報
の
共
有
す
る
た
め

に
、
防
災
教
育
の
徹
底
や
、

専
門
知
識
を
備
え
た
職
員
の

育
成
な
ど
に
よ
る
防
災
人
材

の
確
保
が
必
要
で
は
。

町
で
は
、
防
災
計
画

に
基
づ
き
訓
練
等
実

施
し
て
い
る
が
、
自
治
体
か

ら
の
避
難
情
報
は
国
か
ら
の

指
示
待
ち
で
あ
る
。
そ
こ
で

８
月
か
ら
、
地
域
防
災
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
に
よ
っ

て
防
災
危
機
監
理
監
を
採

用
し
ま
し
た
。
今
後
危
機
監

理
監
の
指
揮
の
も
と
、
災
害

に
対
す
る
備
え
や
、
訓
練
を

行
い
防
災
教
育
を
実
施
し
て

い
く
。
そ
し
て
、
自
助
・

公
助
・
共
助
に
よ
る
自
主

防
災
組
織
の
育
成
に
努
め

る
。
今
後
、
本
部
長
と
し

て
危
機
管
理
監
を
中
心
に
、

情
報
を
収
集
し
、
早
期
の

判
断
が
出
来
る
体
制
に
し
た

い
。

あ
さ
ぎ
り
町
の
防
災

週
間
に
自
主
防
災
組

織
連
絡
協
議
会
連
絡
会
が
開

催
さ
れ
た
。
町
の
防
災
基
本

条
例
に
基
づ
く
組
織
を
通
し

た
人
材
の
育
成
へ
の
取
組
み

は
。

本
年
度
か
ら
組
織
化

し
、
防
災
へ
の
効
果

的
な
策
を
講
ず
べ
く
、
組
織

と
町
の
危
機
管
理
監
を
中
心

と
し
て
連
絡
会
の
役
割
を
高

め
る
。そ

の
他
質
問
事
項

・
営
農
再
開
へ
の
支
援
対
策

　

に
つ
い
て

議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問します。

※一般質問の文章については、質問者の
　責任においてそのまま記載とします。

問

町
長

森岡　勉 議員
Morioka　Tsutomu

問

大
災
害
時
代
に
備
え
た

防
災
人
材
の
育
成
は

総
務

課
長

第１回あさぎり町自主防災組織連絡会議
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一
般
質
問

一般質問12人が登壇
町
税
の
滞
納
額
は
、
元

年
度
９
，
４
４
９
万

円
と
な
っ
て
お
り
前
年
度
比

６
８
６
万
円
増
加
し
て
い

る
。
高
額
滞
納
者
に
つ
い

て
の
徴
収
状
況
と
徴
収
計

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

滞
納
額
が
増
加
し
た

理
由
は
、
未
納
者
が

固
定
化
し
て
お
り
継
続
的
に

財
産
調
査
を
行
っ
て
い
る

が
、
差
し
押
さ
え
で
き
る
財

産
等
が
発
見
で
き
て
い
な

い
。
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

も
相
続
人
が
財
産
放
棄
な
ど

し
て
納
税
者
が
い
な
く
な
る

現
象
が
起
き
て
い
る
。
滞
納

税
額
が
高
額
な
案
件
か
ら
優

先
し
て
整
理
を
進
め
て
お
り

滞
納
整
理
強
化
月
間
を
設
定

し
徴
収
強
化
に
努
め
る
。

７
月
豪
雨
で
、
く
ま
川

鉄
道
も
甚
大
な
被
害
を

受
け
復
旧
の
見
通
し
も
立
っ

て
い
な
い
中
、
先
の
く
ま
川

鉄
道
の
取
締
役
会
議
で
「
従

前
の
く
ま
川
鉄
道
で
の
復
旧

を
行
う
」
事
に
決
定
し
た
。

　

元
年
度
、
く
ま
川
鉄
道
に

８
，
２
７
６
万
円
、
産
交
バ

ス
に
１
億
９
，
３
３
８
万
円

の
運
営
費
補
助
を
支
出
し
て

い
る
。
（
１
市
８
町
村
合

計
）
今
後
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
、
交
通
弱
者
が
増
え
る

中
で
の
対
応
も
考
え
る
べ
き

で
、
ま
ず
取
締
役
会
議
で
の

内
容
を
伺
う
。

鉄
道
で
の
復
旧
、
代
替

え
バ
ス
の
方
法
、
地

域
乗
り
合
い
バ
ス
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ

シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
事
例

が
出
さ
れ
て
の
説
明
が
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
注
目
さ
れ
た

の
が
速
達
性
、
定
時
制
、
大

量
輸
送
性
、
運
営
費
用
並
び

に
復
旧
に
対
す
る
財
政
措
置

を
比
較
し
た
時
に
鉄
道
で
の

復
旧
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
。

く
ま
川
鉄
道
は
、
平

成
25
・
26
年
度
に
観

光
列
車
（
田
園
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
）
５
両
を
３
億
５
千
万

円
を
か
け
更
新
し
た
が
、
利

用
者
は
増
え
ず
あ
さ
ぎ
り
町

の
補
助
金
も
年
々
増
加
を
し

て
い
る
。

　

従
来
の
形
で
復
旧
を
す
る

に
し
て
も
町
の
補
助
金
は
増

え
て
い
く
ば
か
り
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
住
民
の
理
解
と

協
力
が
無
く
て
は
な
ら
な

い
。
住
民
の
声
を
聴
か
ず
し

て
の
結
論
は
拙
速
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
。

く
ま
川
鉄
道
を
利
用

し
た
球
磨
郡
市
の
復

旧
復
興
、
く
ま
川
鉄
道
の
場

合
は
復
旧
中
興
で
は
な
い
か

と
思
う
。
今
後
の
人
吉
球
磨

地
方
の
経
済
的
な
発
達
あ
る

い
は
観
光
地
と
し
て
の
魅
力

ア
ッ
プ
に
貢
献
出
来
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
監
査
の
在
り
方
及
び
強
化

　

に
つ
い
て

・
一
人
暮
ら
し
の
家
庭
や
買

　

い
物
難
民
支
援
に
つ
い
て

溝口　峰男 議員
Mizoguchi　Mineo

高
額
滞
納
者
の
徴
収
状
況
と

徴
収
計
画
は

問

問

町
長問

町
長

税
務

課
長

球磨川と川辺川の合流地点
７月豪雨で流出したくま川鉄道橋

産交バス乗車体験　あさぎり駅8時35分発→公立多良木病院下車
あさぎり駅１名、八幡１名乗車

７
月
豪
雨
災
害
復
旧
復
興

対
応
は
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一
般
質
問

豪
雨
災
害
の

検
証
と
対
策
は

７
月
豪
雨
で
は
田
植
え

時
期
の
水
田
が
満
水
で

あ
っ
た
こ
と
も
要
因
し
、
球

磨
川
流
域
に
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
。
今
回
「
共
助
」

で
避
難
へ
の
声
か
け
や
避
難

先
の
安
否
確
認
を
行
っ
た
。

日
頃
か
ら
の
防
災
教
育
が
大

切
だ
と
思
う
が
学
校
で
の
指

導
は
。

各
学
校
で
防
災
主
任
を

設
置
し
防
災
管
理
計
画

に
沿
っ
て
避
難
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。
風
水
災
に
つ
い
て
は

保
護
者
と
地
域
と
協
力
し
た
避

難
も
実
施
し
て
い
る
。

避
難
所
で
の
被
災
者
対

応
の
充
実
に
つ
い
て
①

高
齢
の
方
に
は
ト
イ
レ
近
く
の

場
所
を
案
内
す
る
②
乳
幼
児
用

の
場
所
の
確
保
③
立
ち
上
が
り

困
難
な
方
へ
の
簡
易
ベ
ッ
ト
ス

ペ
ー
ス
の
早
め
の
準
備
等
、
受

付
段
階
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

と
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
と

思
う
が
。実

際
体
験
し
て
み
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
、
対
策
本

部
等
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て

参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

非
常
食
に
お
い
て
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
の
食
材
の

検
討
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

ア
レ
ル
ギ
ー
食
対
応

に
は
ま
だ
至
っ
て
い

な
い
。

学
校
給
食
で
も
ア
レ
ル

ギ
ー
食
の
対
応
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
避
難
時
に
も

対
応
で
き
る
姿
勢
は
必
要
。

　

国
の
激
甚
災
害
に
指
定
さ

れ
た
が
、
私
有
地
に
関
し
て

は
各
個
人
で
対
応
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
方
々
へ
の
町
独
自

の
支
援
が
必
要
だ
と
痛
感
し

て
い
る
。現行

で
は
私
有
地
に
関

し
て
は
国
・
県
か
ら

の
支
援
策
は
盛
り
込
ま
れ
て

い
な
い
。
今
後
土
砂
災
害
等

の
警
戒
区
域
に
つ
い
て
は
予

防
と
い
う
面
か
ら
安
全
策
を

取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
国
・
県
と
連
携
し
な

が
ら
今
現
在
の
災
害
復
旧
を

兼
ね
な
が
ら
災
害
に
備
え
た

強
靱
化
を
考
え
て
い
く
。

今
回
必
要
な
物
資
が

必
要
な
時
に
届
き
に

く
か
っ
た
と
う
い
う
課
題
が

見
え
て
き
た
。
物
資
を
取
り

に
行
け
な
い
人
の
所
に
届
け

る
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
町

に
つ
な
げ
る
と
い
う
、
広
い

意
味
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
充
実
は
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
計
画
に
つ
い
て
も

社
会
福
祉
協
議
会
と
十
分
に

協
議
検
討
し
な
が
ら
計
画
し

て
い
く
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　

普
及
を

問問

問

問

加賀山　瑞津子 議員
Kagayama　Mitsuko

互近助（ごきんじょ）力で復旧作業

教
育
長

副
町
長問総

務
課
長

町
長

生
活

福
祉
課

メリットがいっぱい　マイナンバーカード

●健康保険証として使えるように
　（2021.３～スタート）

●コンビニ交付サービス
　（早朝から深夜まで利用できて便利）

●マイナポイント最大 5,000円分の還元
　（来年３月まで）

「マイナンバーカード」のメリット
●公的な身分証明書として利用できる
　（未成年や自動車免許証を返納された方など）

マイナちゃん

現在の町内の取得者数 ８月末　2,239件
（7月末14.8％　県18.9％　全国17.5％）

（人吉・球磨では人吉のみ）
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一
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小
谷　

節
雄 

議
員

K
o
t
a
n
i　
S
e
t
s
u
o

コロナ禍における今冬の
インフルエンザ等の予防対策は

コ
ロ
ナ
対
策
や
災
害
対

応
な
ど
緊
急
事
態
の
下

で
は
、
町
部
局
と
議
会
の
連

携
が
平
常
時
以
上
に
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
本
町
議
会
６

月
定
例
会
で
は
、
全
議
員
確

認
の
も
と
コ
ロ
ナ
関
連
の
一

般
質
問
自
粛
と
い
う
対
応
を

し
た
。
議
会
と
し
て
の
職
務

放
棄
だ
と
の
御
指
摘
も
後
日

一
部
の
方
か
ら
あ
っ
た
が
、

各
委
員
会
、
全
員
協
議
会
、

本
会
議
で
の
議
論
を
尽
く
し

て
い
く
前
提
で
あ
り
、
具
体

的
な
議
論
を
放
棄
し
た
も
の

で
も
な
く
、
一
般
質
問
へ
の

対
応
準
備
業
務
等
か
ら
関
係

職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ

と
が
、
今
回
の
様
な
況
下
で

は
公
共
の
利
益
に
か
な
う
も

の
と
考
え
る
。

　

災
害
対
応
と
並
行
し
て
、

い
ま
だ
収
束
の
道
筋
も
見
え

な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
初
め
て
の

冬
期
を
迎
え
よ
う
と
す
る

中
、
同
時
流
行
が
心
配
さ
れ

て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

の
予
防
に
つ
い
て
、
今
季
は

特
に
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
近
年
の
予
防
接

種
の
実
績
は
。

過
去
５
年
間
の
65
歳
以

上
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
率
に
つ
い

て
は
、
概
ね
56
％
か
ら
58
％

台
で
推
移
し
て
い
る
。

助
成
対
象
で
あ
る
65
歳

以
上
の
接
種
率
が
概

ね
６
割
程
度
と
い
う
こ
と
だ

が
、
住
民
の
認
識
が
高
ま
り

任
意
の
接
種
希
望
者
も
増
え

る
と
、
ワ
ク
チ
ン
供
給
逼
迫

の
懸
念
も
一
方
で
あ
る
よ
う

だ
が
、
ワ
ク
チ
ン
供
給
の
見

込
み
や
、
予
防
接
種
勧
奨
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

ワ
ク
チ
ン
供
給
に
つ
い

て
の
厚
労
省
の
発
表

は
、
昨
年
度
よ
り
７
％
多
い

６
，
３
０
０
万
人
分
位
の
見

込
み
。

　

予
防
接
種
勧
奨
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

あ
さ
ぎ
り
で
の
掲
載
の
ほ

か
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
や
出
前

講
座
、
複
合
健
診
な
ど
で
勧

奨
を
行
っ
て
い
る
。

　

医
療
従
事
者
や
高
齢
者
・

基
礎
疾
患
を
お
持
ち
の
方
・
妊

婦
・
小
児
等
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者

に
つ
い
て
優
先
的
に
推
奨
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

感
染
リ
ス
ク
を
恐
れ
た

持
病
の
未
受
診
に
よ
る

重
症
化
や
、
同
時
流
行
に
よ

る
医
療
機
関
で
の
混
乱
な
ど

も
不
安
視
さ
れ
る
な
ど
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
例
年
に
な
い

ハ
イ
リ
ス
ク
の
特
殊
事
情
の

中
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
は
、
自
治
体
と
し
て

執
り
う
る
具
体
策
の
一
つ
で

あ
り
、
通
常
年
ど
お
り
で
は

な
く
、
も
っ
と
強
い
予
防
接

種
推
奨
を
今
か
ら
で
も
十
分

間
に
合
う
の
で
、
や
っ
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
と
し
て
勧
奨
を
す
す

め
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
方
に
予
防
接
種
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
広
報
に
努
め

て
い
き
た
い
。

健
康
推
進
課
長

問

問

問

町
長

役場玄関でも検温実施中

健
康
推
進
課
長
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町
営
住
宅
管
理
条
例・施
行
規
則
に

基
づ
く
適
正
な
運
営
は

皆越　てる子 議員
Minagoshi　Teruko

入
居
者
が
町
営
住
宅
管

理
条
例
に
違
反
や
な
じ

ま
な
い
状
況
は
な
い
か
。

町
営
住
宅
に
は
所
得
制

限
が
あ
る
。
所
得
の
高

い
方
は
本
来
入
居
で
き
な
い

が
、
入
居
時
点
で
は
所
得
が

そ
の
基
準
に
満
た
さ
れ
た
方

が
入
居
さ
れ
、
数
年
た
ち
所

得
が
高
額
に
な
っ
て
お
ら
れ

る
。
条
例
に
載
っ
て
い
る
通

り
当
然
退
居
の
依
頼
を
し
て

い
る
が
、
直
ぐ
に
退
居
先
が

な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
早

く
居
住
先
を
見
つ
け
て
い
た

だ
く
よ
う
に
し
て
い
る
の
が

一
件
あ
る
。

町
営
住
宅
を
セ
カ
ン
ド
ハ

ウ
ス
に
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
耳
に
し
て
い
る
が
。

15
日
間
以
上
町
営
住
宅

に
住
ん
で
お
ら
れ
な
い

場
合
は
一
応
退
居
の
条
件
と

な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
退
居

願
い
の
話
は
し
て
い
る
。
す
ぐ

帰
っ
て
き
ま
す
と
い
う
こ
と
を

言
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
言
葉

を
信
じ
て
い
る
状
況
。
随
時
連

絡
等
は
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
の
収
納
率

が
低
い
。
未
納
額
が
多

い
要
因
は
。

平
成
30
年
度
・
令
和
元

年
度
通
常
と
変
わ
り
な

く
し
て
い
る
。
原
因
の
分
析

は
し
て
い
な
い
。

７
月
の
豪
雨
災
害
後
、
２

回
町
内
外
含
め
た
町
営
住

宅
の
入
居
募
集
の
状
況
は
。

16
件
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
。

入
居
で
は
な
く
一
時
避

難
所
と
し
て
の
入
居
募

集
だ
っ
た
の
か
。

　

８
月
31
日
の
全
員
協
議
会

の
説
明
で
は
、
町
内
2
件
・

人
吉
市
1
件
・
球
磨
村
2

件
・
芦
北
1
件
・
計
6
件
と

な
っ
て
い
る
が
辞
退
さ
れ
た

理
由
は
。随時

募
集
で
待
機
者
が

い
な
い
団
地
で
、
設
備

が
整
っ
て
い
な
い
・
ペ
ッ
ト

は
禁
止
・
中
心
部
よ
り
離
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。

2
ヶ
月
間
の
入
居
で

ク
ー
ラ
ー
・
浴
槽
・

カ
ー
テ
ン
等
の
取
り
付
け

と
も
う
少
し
被
災
者
に
寄
り

添
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
希
望
で
あ
っ
た
。

町
と
し
て
は
共
同
生
活

さ
れ
る
よ
り
も
、
独
立

し
た
空
間
の
中
で
の
生
活
が

で
き
る
2
・
3
か
月
の
場
所

と
い
う
こ
と
で
の
提
供
で
考

え
て
い
た
。

地
方
公
務
員
法
が
令
和

2
年
4
月
1
日
に
改
正

さ
れ
、
区
長
や
公
民
分
館
長

が
町
の
特
別
職
の
非
常
勤
公

務
員
で
は
な
く
、
本
年
よ
り

区
長
業
務
と
し
て
委
託
料
に

計
上
さ
れ
て
い
る
。
国
税
・

県
税
・
市
町
村
民
税
・
国
民

健
康
保
険
税
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
出
る
の
か
区
長
さ
ん

方
へ
の
説
明
は
。

令
和
元
年
12
月
の
第
5

回
定
例
区
長
会
・
令
和

2
年
2
月
の
第
6
回
区
長
会

に
お
い
て
制
度
の
概
要
説
明

を
行
い
、
税
務
課
を
通
じ
て

今
年
度
8
月
の
区
長
会
で
所

得
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
る
。

問

一部が解体され更地になった竹野団地

建
設

課
長

問建
設

課
長

問建
設

課
長問建

設
課
長問建

設
課
長

問建
設

課
長問

総
務

課
長

区
長
の
位
置
づ
け
は
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一
般
質
問

橋
本　

誠 

議
員

H
a
s
h
i
m
o
t
o　
M
a
k
o
t
o

シ
ョ
ン
し
た
の
か
。

通
常
は
個
別
の
浄
水
場

へ
の
対
応
を
想
定
し

て
い
る
が
、
複
数
カ
所
が
同

時
に
被
災
し
て
一
時
断
水
す

る
状
況
は
想
定
で
き
な
か
っ

た
。
今
回
の
被
災
を
十
分
検

証
し
今
後
、
対
応
し
て
い

く
。

被
害
を
受
け
た
施
設
は

原
形
復
旧
を
検
討
し
強

靱
化
し
た
設
備
と
し
て
い
く

の
か
。原

則
原
形
復
旧
と
な
る

が
、
で
き
る
範
囲
で
耐

震
性
を
備
え
た
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
管
等
に
変
え
る
な
ど
強
靱

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

岡
原
地
区
の
試
掘
井
戸
の

今
後
の
利
活
用
は
。

試
掘
井
戸
が
私
有
地
に

あ
る
。
地
権
者
と
話
し

非
常
用
水
源
と
し
て
利
活
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

７
月
豪
雨
を
経
験
し
て

本
町
の
水
道
施
設
の
整

備
、
将
来
的
な
構
想
は
。

施
設
の
数
が
多
い
。
維

持
管
理
に
非
常
に
手
が

か
か
り
多
額
の
費
用
も
か
か

る
。
今
後
人
口
も
減
少
し
て

い
く
。
将
来
的
に
は
水
源
、

浄
水
場
を
で
き
る
限
り
少
な

く
し
、
ス
リ
ム
化
を
計
り
た

い
。
直
近
の
計
画
で
須
恵
地

区
に
吉
井
水
源
の
活
用
を
計

画
し
て
い
る
。

地
下
水
を
利
用
し
た
も

の
を
優
先
的
に
使
用
し

た
い
。
免
田
の
地
下
水
の
利

活
用
を
考
え
て
い
く
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
壊
れ

た
場
合
防
災
の
こ
と
も

考
え
た
上
で
指
定
避
難
場
所

に
水
の
確
保
が
必
要
。
井
戸

を
掘
る
考
え
は
。

水
道
事
業
は
非
常
に
将

来
的
に
も
厳
し
い
。
地

下
水
を
利
用
し
優
先
的
に
使
用

し
て
い
き
た
い
。
新
た
な
井
戸

を
掘
る
事
は
経
費
増
に
つ
な
が

る
。
免
田
の
地
下
水
を
ポ
ン
プ

で
押
し
上
げ
須
恵
・
岡
原
に

送
っ
て
い
き
た
い
。

防
災
の
面
で
全
戸
の
井

戸
の
数
を
把
握
は
。

各
家
庭
の
井
戸
の
箇
所
数

は
把
握
し
て
い
な
い
。

今
回
の
教
訓
で
、
水
の

大
切
さ
と
水
の
怖
さ
の

観
点
か
ら
ど
の
様
な
教
育
を

し
て
い
る
の
か
。

水
源
を
守
る
森
林
の

働
き
や
安
心
安
全
な

水
の
供
給
に
従
事
し
て
い
る

方
々
の
努
力
、
大
切
な
水
源

涵
養
林
の
保
全
状
況
等
に
つ

い
て
学
習
。
土
に
流
す
水
の

量
に
よ
る
土
の
変
化
実
験
を

行
い
、
土
の
浸
食
や
運
搬
、

堆
積
に
つ
い
て
学
び
、
雨
量

と
水
位
の
関
係
資
料
等
を
活

用
し
な
が
ら
、
川
と
水
害
に

つ
い
て
の
学
習
へ
と
発
展
さ

せ
て
い
き
水
の
怖
さ
を
指
導

し
て
い
く
。

安
心
安
全
な
水
を
供
給

す
る
水
道
施
設
は
。

災
害
に
も
強
く
、
良
質

の
水
を
安
定
的
に
供
給

し
て
い
く
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

　

感
染
に
つ
い
て

・
今
後
の
ネ
ッ
ト
環
境
の

　

整
備
に
つ
い
て

問

問

災害時における
生活用水の対応は

５
カ
所
の
水
道
施
設
が

豪
雨
災
害
で
岡
原
地
区

及
び
上
地
区
、
免
田
地
区
が
断

水
に
な
っ
た
。
今
回
の
災
害
規

模
に
対
応
す
る
も
の
だ
っ
た

の
か
。
事
前
に
シ
ミ
ュ
レ
ー

問

上川南水源地復旧状況

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

問上
下
水
道
課
長問上

下
水
道
課
長

町
長

問町
長問 総

務
課
長

教
育
長 問

町
長
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一
般
質
問

７
月
豪
雨
に
よ
っ
て
昨

年
、
幸
野
溝
、
百
太

郎
、
中
球
磨
３
土
地
改
良
区

か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
書
に

示
さ
れ
た
被
災
カ
所
が
、
同

様
の
被
害
を
被
っ
た
。
住
民

の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、

風
水
害
、
地
震
対
策
な
ど
遅

れ
て
い
る
関
連
事
業
を
早
期

に
充
実
さ
せ
る
事
は
、
行
政

の
最
大
な
責
務
と
考
え
る
。

県
営
事
業
、
団
体
営
事
業
で

の
取
り
組
み
要
望
で
あ
っ
た

が
進
捗
状
況
を
伺
う
。

県
と
検
討
会
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一

小見田　和行 議員
Komita　Kazuyuki応

、
県
営
事
業
で
取
り
組
む
予

定
で
あ
る
が
本
年
度
に
お
い
て

基
礎
調
査
を
行
い
、
実
施
設

計
、
採
択
の
申
請
と
同
意
徴
収

等
の
段
階
を
踏
ま
え
令
和
５
年

度
に
事
業
着
手
と
い
う
こ
と
で

確
認
し
て
い
る
。

本
格
的
な
工
事
に
着
手

す
る
ま
で
年
数
が
か
か

る
が
脆
弱
な
箇
所
に
つ
い
て

は
町
単
独
で
も
補
強
し
て
被

害
常
習
地
を
守
る
べ
き
で
は

な
い
か
。町単

独
で
改
修
し
た
箇

所
に
つ
い
て
は
、
県
営

事
業
の
対
象
外
に
な
る
と
の

事
で
あ
る
が
、
被
害
が
続
き

出
る
場
合
は
県
に
対
し
て
強

く
要
望
し
て
い
く
。

国
、
県
と
相
談
し
な
が

ら
必
要
と
あ
れ
ば
自
主

財
源
で
の
改
修
も
視
野
に
入

れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

豪
雨
に
よ
る
農
地
、
農

業
施
設
の
単
独
災
害
復

旧
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
、
激

甚
災
害
指
定
箇
所
（
工
事
費

40
万
円
以
上
）
は
補
助
率
96・

３
％
、
小
規
模
災
害
（
10
万
〜

40
万
円
）
の
場
合
50
％
、
多
面

的
交
付
金
を
活
用
す
れ
ば
受
益

者
負
担
は
無
し
の
現
状
で
あ
る

が
、
多
面
的
、
中
山
間
直
接
支

払
い
の
エ
リ
ア
外
の
箇
所
も
あ

り
負
担
に
不
公
平
感
が
あ
る
。

今
回
の
よ
う
な
記
録
的
豪
雨
災

害
に
お
い
て
は
補
助
率
を
上

げ
、
災
害
復
旧
に
臨
む
べ
き
と

思
う
が
考
え
を
伺
い
た
い
。

不
公
平
感
が
出
な
い
よ

う
に
検
討
し
て
い
く
。

分
担
金
条
例
の
50
％
負
担
に

つ
い
て
も
、
見
直
し
を
か
け

た
い
。

今
回
の
豪
雨
で
山
間
部

に
あ
る
水
源
が
被
災
し

断
水
と
な
っ
た
が
応
急
的
に

試
掘
井
戸
を
接
続
し
て
長
期

間
の
断
水
と
は
な
ら
な
か
っ

た
。
水
質
、
水
量
共
、
期
待

で
き
る
水
源
な
の
で
今
後
も

防
災
上
、
取
水
で
き
る
体

制
を
整
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

非
常
時
に
い
つ
で
も
利

用
で
き
る
様
に
、
所
有

者
の
方
と
協
定
を
結
ん
で
お

き
た
い
。

問

町
長問

問

町
長

豪
雨
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
財
産
を

守
る
取
り
組
み
は

林道が消失　上水道管が出現

上
水
道
の
安
定
的
配
水
に

向
け
た
取
り
組
み
は

農
林
振
興
課
長

問農
林
振
興
課
長

農
林
振
興
課
長
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一
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豊
永　

喜
一 

議
員

T
o
y
o
n
a
g
a　
K
i
i
c
h
i

豪雨災害後の対応は
令
和
２
年
７
月
３
日

夜
か
ら
４
日
朝
に
か

け
て
、
熊
本
県
南
部
は
梅
雨

前
線
の
影
響
に
よ
る
記
録
的

な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。

あ
さ
ぎ
り
町
に
お
い
て
も

人
的
被
害
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
浸
水
被
害
に
よ
る
家
屋

の
損
壊
、
土
砂
崩
れ
、
道
路

の
寸
断
、
水
道
の
断
水
等
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
多
大
な

被
害
状
況
と
な
っ
た
。
改
め

て
穏
や
か
に
過
ご
し
て
き
た

日
常
生
活
を
一
瞬
に
し
て
奪

い
去
る
自
然
災
害
の
怖
さ
を

思
い
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

被
害
の
あ
っ
た
地
域
で
は
、

今
後
も
予
想
さ
れ
る
台
風
、

大
雨
等
に
よ
る
2
次
災
害
等

を
危
惧
す
る
住
民
も
多
く
い

る
。
復
興
復
旧
に
向
け
て
速

や
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る

が
、
今
ま
で
の
防
災
減
災
対

策
の
検
証
、
被
害
の
あ
っ
た

河
川
、
用
排
水
路
、
農
地
、

道
路
等
の
復
旧
を
ど
う
い
う

手
法
手
段
で
進
め
て
い
く
の

か
、
課
題
と
対
策
を
問
う
。

今
担
当
課
で
は
、
現
地

の
調
査
が
済
ん
で
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
見
積
り
を

集
め
て
、
県
の
査
定
を
待
っ

て
い
る
。
県
の
査
定
が
終
わ

り
次
第
、
本
格
的
な
工
事
発

注
に
な
っ
て
い
く
。
人
吉
球

磨
で
相
当
数
の
災
害
が
出
て

い
る
の
で
、
計
画
ど
お
り
復

旧
が
な
っ
て
い
く
の
か
、
業

者
が
人
的
な
数
量
が
足
ら
な

い
と
い
う
こ
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
一
生
懸
命
我
々
も
情

報
を
集
め
な
が
ら
、
担
当
課

と
一
緒
に
進
め
て
い
る
。

今
回
の
被
害
で
、
道
路

67
ヶ
所
、
２
億
７
０
０

万
円
、
河
川
が
28
ヶ
所
の

2
億
８
０
０
万
円
と
報
告
が

あ
っ
て
い
る
が
、
河
川
に
つ

い
て
は
、
球
磨
川
に
流
れ
こ

む
支
川
が
今
回
の
豪
雨
で
さ

ら
に
傷
ん
で
酷
く
な
っ
て
い

る
所
も
あ
る
。
二
次
災
害
が

一
番
怖
い
。
そ
の
間
の
措
置

を
ど
う
と
る
の
か
。

災
害
箇
所
に
つ
い
て

は
、
道
路
等
は
応
急
復

旧
で
対
応
し
て
い
る
。
河
川

に
つ
い
て
も
、
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
ま
た
2
次
災
害
、
被

害
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ

と
が
想
定
さ
れ
た
ら
、
簡
易

な
も
の
で
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を

張
っ
て
と
か
、
大
型
土
の
う

の
設
置
と
か
で
対
応
す
る
こ

と
に
な
る
。
井
口
川
な
ど
の

県
管
理
河
川
は
、
県
に
報
告

は
し
て
い
る
。
町
民
か
ら
不

安
だ
と
情
報
が
あ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
県
に
繋
い
で
、
何
ら

か
の
対
応
を
し
て
も
ら
う
よ

う
、
伝
え
て
い
る
。

問

問

災害箇所の大型土のう

災害箇所のブルーシート張り

町
長

建
設

課
長
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

豪
雨
災
害
時
の
住
民
対
応
は

難波　文美 議員
Nanba　Ayami

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

警
戒
に
よ
り
地
域
経
済

が
大
き
く
疲
弊
し
て
い
た
最

中
に
九
州
南
部
豪
雨
災
害
が

発
生
し
住
民
生
活
に
更
な
る

追
い
打
ち
を
か
け
た
。
災
害

発
生
時
の
避
難
関
連
と
そ
の

後
の
住
民
へ
の
生
活
支
援
対

応
は
ど
の
よ
う
に
為
さ
れ
た

の
か
。７

月
４
日
の
ピ
ー
ク
時

で
85
世
帯
２
１
１
人

の
避
難
が
確
認
さ
れ
、
高
山

体
育
館
が
一
番
多
く
の
避
難

が
あ
っ
た
。
免
田
体
育
館
で

の
発
熱
さ
れ
た
避
難
者
に
は

武
道
場
に
場
所
を
設
け
職
員

３
名
体
制
で
見
回
り
を
適
宜

行
っ
た
。
ま
た
車
中
泊
避
難

者
へ
も
声
か
け
し
非
常
食
を

配
る
な
ど
対
応
し
た
。
各
避

難
所
の
年
齢
構
成
の
把
握
は

し
て
い
な
い
。

球
磨
村
か
ら
小
学
生
11

名
、
中
学
生
２
名
が
避

難
さ
れ
て
い
た
。
現
在
町
内

の
小
学
校
に
２
名
就
学
し
て

い
る
。

避
難
所
設
営
に
つ
い
て

は
５
月
か
ら
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
に
着
手
し
て
お
り
体

制
を
整
え
て
き
た
。

発
災
前
の
避
難
準
備
は

公
助
で
行
い
発
災
後
の

避
難
所
運
営
は
共
助
で
運
営

し
て
い
く
方
向
で
考
え
準
備

を
進
め
て
い
る
。

被
災
者
支
援
の
義
援
金

の
定
義
は
公
平
に
全

額
配
分
と
あ
る
が
い
つ
ど
の

よ
う
な
内
容
で
行
わ
れ
る
の

か
。
ま
た
通
常
の
ふ
る
さ
と

寄
附
金
と
違
う
返
礼
品
な
し

の
復
旧
復
興
の
た
め
の
災
害

支
援
寄
付
の
状
況
は
。

８
月
21
日
現
在
、
各
支

所
と
本
庁
舎
の
義
援
金

箱
、
２
つ
の
金
融
機
関
口
座

に
５
１
０
万
円
の
義
援
金
が

集
ま
っ
て
い
る
。
副
町
長
を

筆
頭
に
配
分
委
員
会
を
設
置

し
関
係
課
長
や
外
部
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
配
分
額
や
時

期
を
決
定
し
て
い
く
。

８
月
末
で
５
１
０
万
円

ほ
ど
の
寄
付
が
集
ま
っ

て
い
る
が
そ
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

町
民
一
人
あ
た
り
５
千

円
の
生
活
応
援
券
が
配

布
さ
れ
た
が
そ
の
利
用
状
況

は
。

豪
雨
災
害
の
影
響
で
配

布
方
法
の
変
更
と
配
達

遅
延
が
あ
っ
た
が
８
月
中
旬

ま
で
に
配
布
完
了
し
た
。
登

録
事
業
者
は
２
０
３
店
舗
、

支
給
総
額
は
７
千
５
４
６
万

円
で
あ
っ
た
。

店
舗
に
よ
っ
て
は
利
用

の
少
な
か
っ
た
業
種
も

あ
る
よ
う
だ
が
生
活
応
援
券

は
町
民
に
と
っ
て
使
い
道
自

由
の
非
常
に
利
便
性
の
高
い

取
り
組
み
と
い
え
る
。
応
援

券
第
２
弾
の
考
え
は
。

消
費
が
落
ち
込
み
、
収

入
が
減
っ
て
い
る
町
民

の
生
活
応
援
と
い
う
意
味
か

ら
も
正
し
い
理
解
が
必
要
。

国
の
臨
時
交
付
金
や
町
単
独

の
予
算
活
用
な
ど
の
意
見
も

あ
り
、
現
在
執
行
部
で
懸
命

に
議
論
中
で
あ
る
。

問

町
長

生
活
福
祉
課
長

問高
齢
福
祉
課
長

企
画
財
政
課
長

教
育

課
長

副
町
長

問

企
画
財
政
課
長問町

長

利便性の良さから第2弾の配布が期待される『あさぎり町生活応援券』
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一
般
質
問

小
出　

高
明 

議
員

K
o
i
d
e　
T
a
k
a
a
k
i

7
月
3
日
か
ら
の
梅

雨
前
線
の
停
滞
お
よ

び
線
状
降
水
帯
の
発
生
に
よ

り
、
球
磨
川
の
、
想
定
を
上

回
る
増
水
、
そ
こ
に
流
れ
る

支
流
の
増
水
氾
濫
で
、
甚
大

な
被
害
が
出
た
。
異
常
気
象

が
続
き
、
こ
の
よ
う
な
豪
雨

が
ま
た
今
後
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
あ
さ
ぎ
り
町
は

山
に
囲
ま
れ
た
町
で
、
い
か

に
山
か
ら
の
雨
水
、
土
砂
を

山
際
で
食
い
止
め
る
か
が
課

題
で
あ
る
。
そ
う
す
る
事
に

よ
り
、
水
田
・
農
地
・
幸
野

溝
・
百
太
郎
溝
等
へ
の
土
砂

の
流
入
や
、
溝
の
増
水
も
か

な
り
防
げ
る
の
で
は
。

幸
野
溝
・
新
幸
野
溝
、

そ
こ
に
対
す
る
山
か
ら

の
土
砂
の
流
入
が
、
昨
年
、

一
昨
年
位
か
ら
極
端
に
増
え

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
い
ろ

い
ろ
な
原
因
が
考
え
ら
れ
る

と
思
う
が
、
や
は
り
雨
の
量

が
多
い
の
が
一
番
の
原
因
で

は
な
い
か
。
耕
作
放
棄
地
を

利
用
し
た
遊
水
池
沈
砂
池
と

い
う
も
の
を
作
っ
て
、
そ
の

土
砂
を
定
期
的
に
取
り
除
く

事
で
被
害
が
防
げ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

雨
量
が
多
か
っ
た
の
も

一
つ
の
原
因
だ
が
、

も
う
一
つ
の
原
因
と
し
て
、

近
年
、
山
林
の
間
伐
、
伐
採

等
に
お
い
て
、
ユ
ン
ボ
を
使

い
、
作
業
道
を
作
り
、
高
性

能
作
業
機
を
使
っ
て
運
搬
ま

で
行
わ
れ
て
い
る
。
林
業
の

人
手
問
題
等
、
必
要
性
も
感

じ
て
い
る
が
、
一
方
で
は
、

山
か
ら
の
雨
水
や
土
砂
の
流

入
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
。

林
地
内
に
作
業
道
を
作

る
為
に
、
そ
れ
が
土
砂

流
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
は

多
数
あ
る
し
、
他
の
町
村
で

も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
高
性
能
林
業
機
械

に
よ
る
伐
採
、
木
材
を
搬
出

し
た
場
合
の
、
後
の
整
理
を

お
願
い
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
山
間
部
に
住
宅
を
構
え

て
お
ら
れ
る
方
は
本
当
に
不

安
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

不
安
解
消
の
為
に
も
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

こ
う
い
っ
た
作
業
道
を

決
め
る
場
合
に
は
、
十

分
な
配
慮
が
必
要
と
思
う
が
。

作
業
道
か
ら
舗
装
し

た
林
道
の
方
に
道
路

が
入
っ
て
い
る
時
に
は
、
そ

こ
の
所
の
水
切
り
を
徹
底
し

て
、
こ
の
舗
装
道
に
流
れ
て

い
か
な
い
よ
う
、
林
地
の
安

全
所
の
方
へ
流
れ
て
い
く
よ

う
な
方
策
を
と
る
よ
う
指
導

し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
町
の
影

　

響
に
つ
い
て
。

問

町
長

７月の豪雨災害は

問

町
長問

町
長

水源地貯水槽近くにある木材伐採、搬出に作られた作業道



あさぎり町議会だより　No.65　　（20）

一
般
質
問

コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る

経
済
的
損
失
額
は

岩本　恭典 議員
Iwamoto　Yasunori

町
の
現
在
ま
で
の
経
済

的
損
失
額
は
。

商
工
業
の
損
失
額
を
出

す
の
は
困
難
だ
が
、
参

考
の
数
字
と
し
て
２
５
１
件

申
請
の
持
続
化
補
助
金
減
少

額
の
合
計
か
ら
約
５
億
円
の

売
上
減
少
額
、
平
均
減
少
率

48・９
％
で
あ
る
。

農
業
関
係
で
は
、
48
件

の
経
営
持
続
化
補
助
金

に
基
づ
き
参
考
と
し
て
、
月
平

均
３
千
４
０
０
万
円
程
度
、
３

カ
月
比
で
１
億
２
０
０
万
、
１

月
か
ら
８
月
ま
で
８
カ
月
で
２

憶
７
千
万
の
減
少
額
で
あ
る
。

国
・
県
・
あ
さ
ぎ
り
町

の
経
済
的
補
助
・
支
援

等
が
ば
ら
ば
ら
で
分
か
り
づ

ら
い
。
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
使
っ
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
を
町
独
自
で
作
成
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
感
染
予
防

策
・
注
意
を
喚
起
す
る
ポ
ス

タ
ー
を
配
布
で
き
な
い
か
。

聞
き
取
り
な
が
ら
や
ら

な
い
と
説
明
が
十
分
に

出
来
な
い
部
分
も
あ
り
、
次

の
手
を
打
つ
情
報
収
集
に
も

繋
が
る
の
で
面
倒
だ
が
相
談

窓
口
を
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

飲
食
店
向
け
の
補
助
金

創
設
と
合
わ
せ
て
ポ
ス

タ
ー
も
作
成
中
で
、
近
日
中
に

配
り
た
い
。

ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
対
象
と
な
る
の
で
、
補
助

事
業
の
件
と
合
わ
せ
て
そ
の

交
付
金
を
充
て
る
。

感
染
者
お
よ
び
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
た
場
合

の
経
済
的
な
支
援
は
想
定
し

て
い
る
か
。

経
済
的
な
支
援
は
計
画

し
て
な
い
が
、
絶
対
に

出
さ
な
い
と
い
う
取
り
組
み

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
お

願
い
を
し
て
い
る
。

町
の
現
在
ま
で
の
被
害

額
は
。

公
共
施
設
の
被
害
総
額

は
4
憶
8
千
万
、
農
林

業
の
被
害
総
額
は
5
億
円
で

あ
る
。

被
害
額
に
対
す
る
町
の

負
担
額
は
。

仮
に
被
害
額
が
10
億

円
と
し
た
場
合
、
町

の
負
担
額
は
公
共
土
木
施
設

で
約
2
千
万
、
農
業
施
設
で

7
百
万
位
で
あ
る
。

税
収
の
減
少
が
考
え
ら

れ
る
が
、
Ｓ
Ｗ
Ｃ
・
中

心
市
街
地
整
備
事
業
・
防
災

拠
点
の
建
設
整
備
・
建
設
関

連
事
業
の
見
直
し
は
考
え
て

い
る
か
。令和

3
年
度
当
初
予
算

の
組
み
方
も
検
討
す

る
が
、
や
る
べ
き
事
は
手
を

打
っ
て
お
か
な
い
と
時
代
に

乗
り
遅
れ
る
の
で
予
定
通
り

行
う
計
画
で
あ
る
。

合
併
特
例
債
の
再
延
長

を
国
に
申
し
入
れ
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

い
ろ
ん
な
事
が
遅
れ
て

く
る
の
で
延
長
も
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問商
工
観
光
課
長

農
林
振
興
課
長

問町
長

商
工
観
光
課
長

企
画
財
政
課
長問町

長今
回
の
豪
雨
災
害
の

被
害
額
は

問総
務

課
長

問企
画
財
政
課
長問町

長問町
長

ＳＷＣ（スマート・ウェルネス・シティ）とは

　Smart（賢明、快適、エコ、美しい）・Wellness（健幸、安心）・
City（まちづくり）のベストプラクティスを実現するという考え
方である。 新しいモデル構想である社会参加するための仕組みづ
くりを支援し、地域の活性化に貢献することを目指している。
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一
般
質
問

永
井　

英
治 

議
員

N
a
g
a
i　
E
i
j
i

本町のネット環境の
認識は

あ
さ
ぎ
り
光
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
が
開
設
さ

れ
て
約
10
年
が
経
過
し
た
。

開
設
当
初
の
加
入
件
数
が
約

９
０
０
件
で
現
在
が
１
，

２
５
０
件
と
、
約
３
５
０
件

増
え
て
い
る
が
、
ネ
ッ
ト
環

境
と
そ
の
件
数
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

町
の
活
性
化
を
進
め
て

い
く
上
で
、
必
要
不
可
欠
な

も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら

も
、
強
力
な
ネ
ッ
ト
環
境
を

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。県内

の
デ
ー
タ
と
比
べ

て
も
、
本
町
の
加
入

件
数
は
少
な
い
と
思
う
。
高

齢
者
の
方
々
に
は
敬
遠
さ
れ

る
傾
向
が
あ
る
事
も
理
由
の

一
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、
７

月
の
豪
雨
災
害
時
の
脆
弱
性

等
、
あ
さ
ぎ
り
光
通
信
事
業

の
本
質
的
な
点
も
再
度
検
証

を
し
て
い
き
た
い
。

国
は
、
２
０
４
０
年
を

目
途
に
ス
マ
ー
ト
自
治

体
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る

が
、
町
と
し
て
の
考
え
は
。

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
影
響
で
デ
ジ
タ

ル
化
と
い
う
言
葉
を
頻
繁
に

聞
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

今
後
、
職
員
数
が
減
少
し
て

も
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
多
様
化

し
て
い
く
中
で
、
特
に
Ａ
Ｉ

等
を
利
用
す
る
事
で
将
来
の

職
員
数
の
減
少
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

各
種
証
明
書
を
コ
ン
ビ

ニ
で
発
行
で
き
る
様
に
す
る

た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
が
今
以
上
に

必
要
に
な
る
と
思
う
が
。

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ

ニ
発
行
が
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
住
民
の
利
便
性

は
確
か
に
向
上
す
る
。
そ
の

事
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
が
増
え
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

学
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
は
ど
の
よ
う
な
手
法

で
す
る
の
か
。

現
在
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
推
進
部
会
を
立
ち

上
げ
て
研
究
し
て
い
る
。
端

末
器
機
を
各
家
庭
に
持
ち
帰

ら
せ
る
こ
と
で
、
学
校
で
の

学
習
と
家
庭
学
習
の
連
携
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
と
同

時
双
方
向
型
が
あ
る

が
、
ま
ず
は
、
岡
原
小
学
校

を
モ
デ
ル
校
と
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
形
態
の
検
証
や

教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

７
月
の
豪
雨
災
害
時
の

農
機
具
の
被
害
に
対
す

る
支
援
は
。

国
の
強
い
農
業
担
い
手

づ
く
り
総
合
支
援
交
付

金
事
業
・
被
災
農
業
者
支
援

型
と
県
や
町
の
支
援
を
合
わ

せ
て
約
10
分
の
９
の
補
助
を

考
え
て
い
る
。

問

町
長

企
画
財
政
課
長問町

長

問町
民

課
長問教

育
長

教
育

課
長

問農
林
振
興
課
長 豪

雨
災
害
時
の
支
援
は進んでいくネット環境
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⑦
要
望
書
に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

〈
農
業
関
連
懸
垂
幕
検
討
委

員
会
（
仮
称
）
委
員
の
選

出
に
つ
い
て
〉

総
務
建
設
経
済
常
任
委
員
会

○
６
月
25
日
（
木
）

①
要
望
書
に
つ
い
て

・
あ
さ
ぎ
り
町
飲
食
業
有
志

か
ら
の
提
出
分
（
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策)

・
あ
さ
ぎ
り
町
長
に
申
し
入

れ
書
を
提
出
〈
あ
さ
ぎ
り

薬
草
合
同
会
社
関
係
〉

②
補
正
予
算(

第
７
号)

に
つ
い
て

○
８
月
３
日
（
月
）

①
あ
さ
ぎ
り
町
駐
車
場
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

②
災
害
救
助
法
の
応
急
修
理

に
つ
い
て

③
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
９

号)

（
第
10
号
）
に
つ
い
て

④
７
月
豪
雨
被
害
に
よ
る
水

道
施
設
の
復
旧
状
況
に
つ

い
て

⑤
浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助

事
業
に
つ
い
て

⑥
農
業
関
連
懸
垂
幕
検
討
委

員
会
（
仮
称
）
に
つ
い
て

⑦
要
望
書
に
つ
い
て

○
８
月
28
日
（
金
）

①
町
有
地
に
お
け
る
廃
棄
物

の
撤
去
に
つ
い
て

②
一
般
会
計
補
正
予
算(
第
11

号)

に
つ
い
て

③
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
11

号
）
・
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

④
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

⑤
あ
さ
ぎ
り
町
商
工
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

⑥
お
か
ど
め
幸
福
駅
売
店
指

定
管
理
の
募
集
に
つ
い
て

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

○
６
月
29
日
（
月
）

農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
等
処
理
加

工
施
設
設
置
反
対
に
関
す
る
陳

情
書
の
審
査
に
つ
い
て

　

陳
情
書
提
出
の
深
田
地
区
環

境
協
議
会
よ
り
出
席
い
た
だ
き

陳
情
内
容
の
聞
き
取
り
を
行
っ

た
。
未
だ
施
設
設
置
が
流
動
的

で
あ
り
、
推
移
を
見
て
の
審
査

と
す
る
事
と
し
た
。

学
習
支
援
員
配
置
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
の
臨
時
休
業
等

に
よ
り
授
業
で
き
な
か
っ
た
未

指
導
分
の
授
業
や
補
習
を
実
施

す
る
た
め
学
習
支
援
員
４
人
を

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
へ
配
置
す

る
。
財
源
の
一
部
と
し
て
県
補

助
金
を
活
用
す
る
。

○
８
月
３
日
（
月
）

あ
さ
ぎ
り
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
調
理
配
送
等
業
務
委
託

（
債
務
負
担
行
為
）
に
つ
い
て

　

郡
市
で
は
初
の
試
み
と
な
る

性
能
発
注
と
の
説
明
を
受
け
、

給
食
の
安
心
安
全
面
の
質
疑
や

発
注
方
式
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
っ
た
。

○
８
月
６
日
（
木
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
配
送

等
業
務
委
託
に
つ
い
て

　

前
回
説
明
の
性
能
発
注
を
白

紙
撤
回
し
た
い
旨
の
申
し
出
が

あ
り
、
委
員
会
か
ら
は
公
募
に

お
け
る
競
争
原
理
に
関
す
る
質

疑
が
あ
っ
た
。

○
８
月
25
日
（
火
）

　

地
方
た
ば
こ
税
を
活
用
し
た

分
煙
環
境
整
備
に
関
す
る
請
願

書
の
審
査
以
下
13
項
目
の
事
務

調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

常
任
委
員
会
報
告

あさぎり町商工コミュニティセンター「ポッポー館」



（23）　　令和２年　11 月発行

○
６
月
29
日
（
月
）

　

令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
元

年
度
上
球
磨
消
防
組
合
一
般
会
計
継
続
費
繰
越
計
算

書
の
報
告
が
あ
り
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
４
件
の
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

議
案
第
５
号　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
工
事
名　
　
上
球
磨
消
防
組
合
訓
練
棟
改
築
工
事

　
契
約
金
額　
１
億
９
千
１
４
０
万

　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
味
岡
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役　
味
岡　
俊
彦

本
案
は
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

　
８
月
24
日
開
催
の
第
３
回
臨
時
会
で
は
、

議
案
第
６
号　

物
品
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
事
業
名　
　
令
和
２
年
度
寄
贈
救
急
自
動
車
関
連
事
業

　
契
約
金
額　
２
千
２
百
６
１
万
６
千
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
熊
本
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役
社　
井
原　
宏

本
案
は
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

上球磨消防組合議会

一部事務組合報告

人吉球磨広域行政組合議会

○
８
月
27
日
（
木
）

　

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

令
和
２
年
３
月
の
第
１
回

議
会
定
例
会
以
降
の
定
例
理

事
会
に
お
け
る
主
な
審
議
等

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
と
、
一
般
会
計

補
正
予
算
が
一
括
提
案
さ
れ

原
案
の
通
り
可
決
決
定
さ
れ

た
。
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

は
会
計
管
理
者
の
説
明
と
、

代
表
監
査
委
員
の
決
算
審
査

意
見
書
の
報
告
を
受
け
た
後

に
、
令
和
元
年
度
決
算
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
審
議

に
つ
い
て
は
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
。

公立多良木病院企業団議会

○
８
月
26
日
（
水
）

　

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

ま
ず
一
般
質
問
で
は
、
湯
前
町
選

出
の
遠
坂
議
員
か
ら
「
病
院
経
営
コ

ン
サ
ル
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
、

次
に
多
良
木
町
選
出
の
久
保
田
議
員

か
ら
「
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
つ
い

て
」
と
「
経
営
改
善
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
、
最
後
に
あ
さ
ぎ
り
町
選

出
の
小
見
田
議
員
か
ら
「
企
業
団
経

営
状
況
説
明
会
の
内
容
と
そ
の
後
の

職
員
の
意
識
の
変
化
に
つ
い
て
」
、

そ
れ
ぞ
れ
企
業
長
と
開
設
者
協
議
会

長
へ
質
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
議
案
３
件
（
条
例
改
正

２
件
、
補
正
予
算
１
件
）
と
、
令
和

元
年
度
決
算
認
定
５
件
が
提
案
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
認
定

さ
れ
た
。



委  

員  

長  

岩
本
　
恭
典

副
委
員
長  

皆
越
て
る
子

委
　
　
員  

永
井
　
英
治

　
　
　
　  

豊
永
　
喜
一

　
　
　
　  

橋
本
　
　
誠

　
　
　
　  

小
谷
　
節
雄

　

月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

今
年
も
あ
と
２
か
月
を
き
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
町
の
通
年
行
事
も
中
止

と
い
う
異
例
の
中
、
７
月
の
豪
雨
災

害
が
人
吉
球
磨
を
襲
い
、
復
旧
復
興

に
全
力
を
注
い
で
頂
い
て
い
る
現
状

で
、
一
刻
も
早
い
復
興
を
心
か
ら
願

う
ば
か
り
で
す
。

（
皆
越　

て
る
子
）

議
　
長
　
　
德
永
　
正
道

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

発
行
／
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〒
868-0422　

熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
上
北
1855

番
地

TEL（
0966）

47-0312・
FA
X（
0966）

47-0265
E-m

ail syoki-gikai@
asagiri.kum

am
oto.jp　

印
刷
：
㈱
協
和
印
刷

聞かせて

★お願い★「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材します。
議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

記
後
集
編

者
任
責
行
発
・
集
編

会
員
委
別
特
査
調
報
広

このコーナーは町民の皆さまから
議会に対する事や町への要望を寄
稿していただき、作成しています。
議員が依頼に伺った際は、ご協力
をお願い致します。

■表紙の写真について

上東地区のコスモス畑

■

町内の方々に寄稿していただきました

民 の 声町

　９月27日に免田小学校の運動会が開催されました。我が
家の長男も小学校にあがり初めての運動会でした。今年は新
型コロナウイルスの影響もあり、スケジュール調整や熱中症
に注意しながらの練習など大変だった部分もあったと思いま
すが、開催していただいた学校関係者の方々には感謝の気持
ちでいっぱいです。
　どんな状況でも、少しずつ成長しながらひたむきに頑張る
子どもたち。とても輝いてみえました。改めて毎日の元気や
活力を子どもからもらっていると実感しつつ、私たち大人が
困難な事に屈していてはダメだと感じさせられました。
　掲載された時は終わってますが、次は次男の保育園の運動
会。がむしゃらな姿。とても楽しみです。

　KUMAKOI六調子の誕生をきっかけにダンス
チーム『SAKURA』組を結成して17年となります。
当時の中高生達は母となり現在は保護者さんに。年
をとるはず（笑）。近年のダンスブームにより、動
画で振りを覚えて気軽に楽しめるようになり、指導
することに時より悩むこともありますが、見た目の
格好良さだけではなく、ダンスを通して人前で気負
わずに表現し伝える心と力を持ってほしいと思って
います。学校行事などでそれを発揮できたという報
告が何より嬉しく感じます。
　コロナ感染で披露する場がなかなかありませんが、又あさぎりっ子達のダンスで、この人吉球
磨を元気にしたいと思っています。今後とも応援をよろしくお願いします。

免田（久鹿）地区

山口　智和さん

　９月2
家の長男
型コロナ
に注意
すが、開
ちでいっ
　どんな
子どもた
活力を子
困難な事

磨を元気にしたいと思っています。今後と

免田（久鹿）地区

深田（下里）地区

井上　彩子さん

ス
。
年
動
導
の
負
て

深田（下里）地区

ダンスを通して思うこと

子どもたちの運動会


